
沖

縄

県

企

業

局

水
道
事
業
連
絡
会
議

震
災
対
策
で
意
見
交
換
を

横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー

経
営
戦
略
・
ビ
ジ
ョ
ン
素
案
検
討
も

東
北
み
ず
の
会

定
期
総
会
、研
修
会
開
く

日
水
協
神
奈
川

県
支
部
総
会

次
期
開
催
担
当
は
横
須
賀
市
、
三
浦
市

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

で
ボ
ト
ル
水
配
布

戸
田
市
上
下
水
道
部

広
域
化
や
認
可
権
限
移
譲
で
議
論

沖
縄
県
企
業
局
は
５
月
�
日
、
同
局
石
川
浄
水
場
で
平
成
�
年
度
水
道
事
業
連
絡
会

議
を
開
い
た
。
連
絡
会
議
は
、
同
局
が
水
道
用
水
を
供
給
し
て
い
る
受
水
団
体
な
ど
と

水
道
事
業
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
情
報
の
共
有
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
�
回
目
の
開
催
と
な
る
、
今
年
度
は
、

水
道
広
域
化
の
実
施
や
水
安
全
計
画
策
定
に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
沖
縄
県

保
健
医
療
部
生
活
衛
生
課
が
「
都
道
府
県
へ
の
認
可
権
限
等
の
移
譲
」
を
検
討
し
て
い

く
と
説
明
し
た
。
町
田
優
・
沖
縄
県
企
業
局
長
は
「
今
年
は
企
業
局
に
と
っ
て
広
域
化

元
年
と
な
る
。
昭
和
�
年
以
降
、
用
水
供
給
す
る
対
象
市
町
村
が
増
え
、
今
回
の
会
議

に
も
伊
是
名
村
が
初
参
加
し
た
。
今
後
、
皆
さ
ん
と
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
、
広
域

化
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。
会
議
終
了
後
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
き
な
わ

環
境
ク
ラ
ブ
の
下
地
邦
輝
会
長
が「
沖
縄
か
ら
発
信
で
き
る
島
し
ょ
水
環
境
の
保
全
策
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
、
水
源
流
域
保
全
と
啓
発
・
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

冒
頭
、
町
田
局
長
は
「
沖

縄
で
熊
本
地
震
規
模
の
震
災

が
起
き
た
場
合
の
こ
と
を
考

え
た
方
も
多
く
い
た
と
思

う
。
施
設
の
耐
震
化
を
進
め

る
こ
と
は
大
切
だ
が
、
他
に

ど
ん
な
備
え
を
し
た
方
が
い

い
の
か
、
機
会
が
あ
る
ご
と

に
意
見
交
換
し
て
い
け
れ

ば
」
と
述
べ
た
。

会
議
で
は
、
同
局
か
ら
水

道
広
域
化
の
実
施
と
水
需
要

の
動
向
調
査
に
つ
い
て
要
望

が
出
さ
れ
た
。
水
道
広
域
化

に
つ
い
て
は
、
水
道
サ
ー
ビ

ス
を
本
島
並
み
に
す
る
た

め
、
本
島
周
辺
離
島
８
村
へ

の
用
水
供
給
事
業
の
拡
大
に

取
り
組
む
と
説
明
。
３
月
�

日
に
事
業
計
画
の
変
更
に
係

る
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を

得
て
、
今
年
度
か
ら
広
域
化

に
向
け
た
施
設
整
備
を
進
め

る
。
実
施
予
定
は
、
�
年
度

末
に
粟
国
村
、
渡
名
喜
村
、

�
年
度
末
に
南
大
東
村
、
北

大
東
村
、
	
年
度
末
に
渡
嘉

敷
村
、
座
間
味
村
、
伊
平
屋

村
、
伊
是
名
村
と
な
っ
て
い

る
。
同
局
の
担
当
者
は
「
広

域
化
の
実
施
に
よ
り
費
用
の

増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
経
営
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
料
金

改
定
の
必

要
性
や
実

施
時
期
を

判
断
す
る

こ
と
と
し

て
お
り
、

理
解
と
協

力
を
お
願

い

し

た

い
」
と
説

明
し
た
。

変
更
後

の
浄
水
方

法
は
、
粟

国
村
、
渡
名
喜
村
、
南
大
東

村
、北
大
東
村
、渡
嘉
敷
村
、

座
間
味
島
、
阿
嘉
・
慶
留
間

島
、
伊
是
名
島
が
Ｒ
Ｏ
膜
処

理
系
（
海
水
淡
水
化
）、
渡

嘉
敷
村
、
座
間
味
島
、
伊
平

屋
村
が
Ｎ
Ｆ
膜
処
理
系
（
陸

水
処
理
）
と
な
る
。
用
水
供

給
事
業
拡
大
に
か
か
る
施
設

整
備
費
（
概
算
）
は
、
�
年

度
か
ら
	
年
度
ま
で
が
１
４

５
億
円
、
�
年
か
ら


年
度

ま
で
が
２
０
２
億
円
。

県
生
活
衛
生
課
が
水
安
全

計
画
の
策
定
を
促
進
す
る
た

め
、
策
定
し
た
事
業
体
に
情

報
提
供
を
求
め
た
。
�
年
３

月
末
現
在
、
県
内
�
事
業
体

で
策
定
済
み
は
４
事
業
体

（
沖
縄
県
企
業
局
、
南
部
水

道
企
業
団
、
那
覇
市
、
嘉
手

納
町
）
で
、
２
事
業
体
（
名

護
市
、
石
垣
市
）
が
策
定
中

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
生
活
衛
生
課

は
、
総
務
省
と
厚
生
労
働
省

か
ら
水
道
事
業
の
広
域
連
携

に
つ
い
て
の
通
知
が
出
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
広
域
連
携

の
推
進
に
向
け
、
県
の
市
町

村
担
当
課
で
あ
る
企
画
部
市

町
村
課
と
調
整
し
て
い
る
と

報
告
し
た
。

さ
ら
に
同
局
は
�
年
度
の

水
道
施
設
整
備
事
業
計
画
を

説
明
。
西
系
列
等
水
源
開
発

施
設
と
し
て
、
北
谷
浄
水
場

海
水
淡
水
化
施
設
整
備
事
業

（
中
央
監
視
制
御
装
置
の
詳

細
設
計
）
に
新
規
着
手
す

る
。
送
水
施
設
で
は
、
本
部

～
伊
江
送
水
管
の
詳
細
設
計

を
実
施
す
る
。
国
庫
補
助
事

業
費
は
対
前
年
度
比
約
�
億

円
増
の
約
１
３
３
億
円
。
ま

た
、
第
９
次
経
営
計
画
の
実

施
施
策
と
し
て
「
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
取

り
入
れ
た
施
設
整
備
計
画
の

策
定
」
を
位
置
付
け
て
お

り
、
各
施
設
の
状
況
把
握
や

更
新
優
先
度
の
整
理
な
ど
を

行
っ
て
い
く
。

東
京
都
下
水
道
工
事
専
業
者
協

会
（
会
長＝

武
井
久
雄
・
武
井
工

務
所
代
表
取
締
役
）
と
下
水
道
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合
（
理
事
長

＝

前
田
正
博
・
日
本
大
学
教
授
）

は


日
、
熊
本
地
震
で
被
災
し
た

熊
本
市
の
下
水
道
施
設
の
復
興
が

早
く
進
む
よ
う
願
い
を
込
め
て
義

援
金
を
同
市
東
京
事
務
所
に
届
け

た
。義

援
金
の
送
付
を
決
定
し
た
際

に
、
下
水
道
施
設
の
復
興
に
使
っ

て
も
ら
え
る
方
法
を
模
索
す
る
た

め
に
前
田
理
事
長
が
元
熊
本
市
副

市
長
で
同
市
企
業
誘
致
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
森
田
弘
昭
・
日
本

大
学
教
授
に
相
談
。
東
京
事
務
所

を
通
じ
て
直
接
上
下
水
道
局
に
義

援
金
を
届
け
る
こ
と
と
し
た
。

武
井
会
長
は
義
援
金
と
し
て
平

井
英
虎
・
同
市
東
京
事
務
所
長
に

�
万
３
０
０
０
円
、
前
田
理
事
長

は
１
０
０
万
円
の
目
録
を
手
渡
し

た
。平

井
所
長
は
「
義
援
金
の
こ
と

を
上
下
水
道
事
業
管
理
者
に
伝
え

た
と
こ
ろ
、
大
変
あ
り
が
た
い
話

だ
と
喜
ん
で
い
た
」
と
紹
介
。
武

井
会
長
は
「
わ
た
く
し
ど
も
で
役

立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
」、
前
田
理
事

長
は
「
組
合
の
会
員
か
ら
支
援
に

駆
け
つ
け
た
い
と
の
声
が
た
く
さ

ん
挙
が
っ
た
。（
義
援
金
に
）
何

と
か
熊
本
市
の
下
水
道
が
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込

め
た
」
と
述
べ
た
。

坂
東
市
の
包
括
委
託
発
注
を
支
援

横
浜
市
水
道
局
が
１
０
０

％
出
資
す
る
横
浜
ウ
ォ
ー
タ

ー
は
２
日
、
茨
城
県
坂
東
市

と
「
平
成
�
年
度
民
間
委
託

及
び
経
営
戦
略
等
策
定
に
係

る
検
討
業
務
委
託
」
契
約
を

締
結
し
た
。
同
社
の
持
つ
水

道
事
業
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
、
包
括
的
民
間
委
託
の

実
施
に
向
け
た
発
注
者
支
援

や
経
営
戦
略
・
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
向
け
た
検
討
な

ど
を
実
施
し
、
同
市
の
持
続

可
能
な
水
道
事
業
経
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
同
社
は
昨
年

度
も
同
市
か
ら
経
営
分
析
や

包
括
的
民
間
委
託
の
導
入
検

討
な
ど
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
を
受
託
し
て
い

る
。契

約
期
間
は
今
月
３
日
か

ら
平
成
�
年
３
月
�
日
。
包

括
的
民
間
委
託
の
実
施
に
向

け
た
発
注
者
支
援
を
行
う
ほ

か
、
昨
年
度
実
施
し
た
経
営

分
析
の
結
果
な
ど
に
基
づ

き
、
経
営
戦
略
と
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
の
素
案
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
同
市
職
員
の
技
術
継

承
に
資
す
る
給
水
装
置
工
事

設
計
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

に
向
け
た
検
討
業
務
も
実
施

す
る
。

同
社
は
昨
年
度
、
同
市
か

ら
「
平
成
�
年
度
民
間
委
託

・
財
政
計
画
等
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
委
託
」
を
受
託

し
、
包
括
的
民
間
委
託
の
導

入
検
討
を
支
援
し
た
。
ま

た
、
同
市
水
道
事
業
の
経
営

分
析
を
実
施
し
、
正
確
な
経

営
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
将
来
の
水
需
要
予
測
や

更
新
計
画
な
ど
に
基
づ
い
た

財
政
見
通
し
の
検
討
を
行
っ

た
。

活
動
を
全
国
へ
発
信

東
北
み
ず
の
会
（
会
長＝

石
橋
良
信
・
東
北
学
院
大
学

名
誉
教
授
）
は
�
日
、
仙
台

市
内
で
平
成
�
年
度
定
期
総

会
と
第
３
回
会
員
相
互
研
修

会
を
開
い
た
。
総
会
で
は
�

年
度
活
動
方
針
を
決
め
た
ほ

か
、
会
則
の
変
更
、
役
員
の

選
出
な
ど
を
行
っ
た
。
�
年

度
は
、
会
員
相
互
研
修
会
や

視
察
研
修
会
を
開
催
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
る
ほ

か
、
同
会
の
普
及
活
動
と
し

て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
。
ま
た
、
タ
イ
の
コ
ン
ケ

ン
大
学
と
の
共
同
研
究
や
水

源
地
ダ
ム
ク
リ
ー
ン
作
戦
へ

参
画
す
る
な
ど
社
会
貢
献
活

動
も
行
う
。
ま
た
、
東
北
み

ず
の
会
の
活
動
を
全
国
へ
発

信
す
る
た
め
に
水
道
研
究
発

表
会
に
論
文
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

冒
頭
、
石
橋
会
長
は
「
こ

の
会
は
、
急
激
に
進
む
人
口

減
少
社
会
の
な
か
で
水
道
事

業
の
健
全
な
運
営
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
の
ひ
と
つ
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
設
立

か
ら
一
年
半
が
過
ぎ
た
が
、

課
題
は
ま
す
ま
す
難
し
く
、

大
き
く
な
っ
て
い
と
感
じ

る
。
会
員
は
企
業
の
方
々
を

中
心
に
増
加
し
て
い
る
が
、

事
業
体
の
方
々
に
よ
り
多
く

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
の
方

策
も
考
え
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

研
修
会
で
は
、
丸
森
町
建

設
課
水
道
班
の
中
島
孝
雄
氏

か
ら
同
町
の
水
道
事
業
の
施

設
維
持
管
理
の
実
態
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
っ
た
後
、
中
小

規
模
水
道
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。
同
町
で
は
浄
水
場

が
３
カ
所
、配
水
池
�
カ
所
、

管
路
総
延
長
は
２
３
０
㌔
と

な
る
。
平
成
�
年
度
に
浄
水

場
一
部
管
理
委
託
の
検
討
を

し
た
が
、
費
用
的
な
効
果
が

望
め
な
か
っ
た
た
め
、
運
転

と
管
理
の
自
動
化
を
進
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
浄
水
場
担

当
の
職
員
は
２
人
で
、
水
質

異
常
時
以
外
は
浄
水
場
へ
行

く
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

同
町
の
原
水
水
質
は
通
常

時
は
濁
度
が
２
度
程
度
と
運

転
管
理
し
や
す
い
が
、
大
雨

な
ど
に
よ
り
濁
度
が
上
昇
し

た
場
合
は
２
人
し
か
い
な
い

職
員
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

実
情
が
あ
る
。
そ
こ
で
同
町

で
は
３
年
前
か
ら
必
要
な
時

だ
け
メ
ー
カ
ー
に
応
援
に
来

て
も
ら
う
「
運
転
支
援
」
と

い
う
委
託
の
形
式
を
試
験
的

に
導
入
し
て
い
る
が
順
調
だ

と
い
う
。
運
転
管
理
委
託
を

し
た
場
合
、
機
械
の
操
作
方

法
を
覚
え
る
の
に
時
間
が
か

か
る
と
い
う
課
題
を
克
服
す

る
た
め
、
機
械
を
納
め
る
メ

ー
カ
ー
に
運
転
支
援
を
委
託

し
た
。
メ
ー
カ
ー
は
遠
方
監

視
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

何
か
あ
っ
た
場
合
に
駆
け
付

け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。

川
崎
市
上
下
水
道
局
は
�

日
、
同
市
役
所
第
４
庁
舎
で

「
平
成
�
年
度
川
崎
市
上
下

水
道
局
業
務
改
善
・
研
究
発

表
会
（
水
道
部
門
）」
を
開

い
た
。
同
局
水
道
部
門
の
職

員
が
日
常
業
務
で
得
ら
れ
た

調
査
・
研
究
の
成
果
な
ど
を

発
表
す
る
も
の
で
、
専
門
的

知
識
や
技
術
の
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
、
職
員
同
士
の

議
論
を
活
性
化
し
、
高
い
問

題
意
識
と
経
営
感
覚
を
備
え

た
職
員
の
養
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
�
年
度
か

ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年

度
は
�
編
の
論
文
発
表
が
あ

り
、
最
優
秀
論
文
１
編
と
優

秀
論
文
２
編
を
選
出
し
、
金

子
正
典
・
川
崎
市
上
下
水
道

事
業
管
理
者
が
発
表
者
に
表

彰
状
を
手
渡
し
た
。

最
優
秀
論
文
は
、「
宮
崎

配
水
塔
更
新
工
事
に
お
け
る

狭
隘
地
で
の
効
率
的
な
施

工
」（
発
表
者＝

山
口
晃
慶

氏
・
施
設
整
備
課
）。
優
秀

論
文
は
、「
長
沢
浄
水
場
に

お
け
る
『
創
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ

・
省
エ
ネ
』
シ
ス
テ
ム
の
導

入
～
太
陽
光
発
電
導
入
効
果

の
検
証
～
」（
同＝

下
間
藤

克
氏
・
施
設
整
備
課
）
と
、

「
長
沢
浄
水
場
に
お
け
る
高

塩
基
度
ポ
リ
塩
化
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
の
浄
水
処
理
効
果
」

（
同＝

眞
鍋
晋
氏
・
水
道
計

画
課
）。

「
宮
崎
配
水
塔
～
」
は
、

昭
和
�
年
に
完
成
し
た
有
効

容
量
２
５
１
２
立
方
㍍
、
１

塔
構
造
の
配
水
塔
で
あ
る
宮

崎
配
水
塔
の
更
新
工
事
を
紹

介
す
る
も
の
。
維
持
管
理
な

ど
を
考
慮
し
２
塔
築
造
に
す

る
こ
と
と
し
、
施
設
の
敷
地

面
積
が
狭
隘
な
た
め
隣
接
地

に
仮
設
用
地
を
確
保
。
施
工

手
順
は
、
仮
設
用
地
に
本
設

仕
様
の
仮
設
配
水
塔
を
築
造

↓
既
設
配
水
塔
を
撤
去
後
、

施
設
用
地
に
新
設
配
水
塔
を

築
造
↓
仮
設
配
水
塔
を
曳
家

工
法
で
施
設
用
地
に
移
動

―
。曳

家
工
法
は
、
仮
設
配
水

塔
を
築
造
す
る
際
に
、
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
下
面
に
鉄
板

を
一
体
化
さ
せ
る
形
で
設
置

す
る
と
と
も
に
、
鉄
板
下
部

に
ス
ラ
イ
ド
用
レ
ー
ル
を
設

置
し
た
後
、
レ
ー
ル
ク
ラ
ン

プ
と
油
圧
ジ
ャ

ッ
キ
に
よ
り
配

水
塔
を
移
動
さ

せ
る
も
の
。
同

工
法
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
当

初
設
計
で
仮
設

１
塔
・
新
設
２

塔
の
計
３
塔
築

造
、
既
設
・
仮

設
各
１
塔
の
計

２
塔
撤
去
の
予

定
が
、
仮
設
・

新
設
各
１
塔
の

計
２
塔
築
造
、

既
設
１
塔
撤
去

と
な
り
、
作
業
量
の
軽
減
を

図
れ
、
工
期
を
約
２
カ
月
間

短
縮
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

冒
頭
、金
子
管
理
者
が「
こ

の
よ
う
な
研
究
や
提
案
を
行

い
、
そ
れ
を
職
員
間
で
情
報

共
有
し
て
活
発
に
議
論
し
、

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
は
、
局
の
組
織
力
の

向
上
に
役
立
つ
も
の
。
今
後

も
良
好
な
職
場
環
境
の
維
持

・
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。
す
べ
て

の
発
表
終
了
後
に
は
、
亀
山

充
・
同
局
水
道
部
長
が
「
発

表
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の

経
験
を
今
後
の
業
務
に
活
か

す
と
と
も
に
、
他
の
職
員
と

情
報
を
共
有
し
、
局
の
事
業

運
営
に
寄
与
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
語
っ
た
。

水
利
使
用
許
可
で
配
慮
求
め
る

日
本
水
道
協
会
神
奈
川
県

支
部
は
４
月
�
日
、
川
崎
商

工
会
議
所
で
平
成
�
年
度
総

会
を
開
い
た
。
会
員
提
出
問

題
を
関
東
地
方
支
部
総
会
に

上
程
す
る
こ
と
を
決
め
た
ほ

か
、
�
年
度
主
要
事
業
計
画

や
予
算
を
審
議
し
、
承
認
し

た
。
次
期
開
催
担
当
は
横
須

賀
市
と
三
浦
市
。

冒
頭
、
開
催
地
代
表
・
支

部
長
代
理
と
し
て
、
金
子
正

典
・
川
崎
市
上
下
水
道
事
業

管
理
者
が
「
熊
本
地
方
の
地

震
は
断
水
な
ど
の
大
き
な
被

害
が
あ
っ
た
。
水
道
事
業
体

の
連
携
の
重
要
性
を
再
認
識

し
た
。
神
奈
川
県
支
部
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
会
員
相
互
の
強
い
つ
な

が
り
を
も
と
に
防
災
力
を
高

め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。会

員
提
出
問
題
は

水
道

施
設
整
備
に
関
す
る
財
政
支

援
の
拡
充

水
道
施
設
の
再

構
築
に
対
す
る
支
援

公
的

資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還

制
度
の
復
活
及
び
許
可
要
件

の
緩
和

水
質
保
全

緊
急

時
の
安
定
給
水
を
踏
ま
え
た

水
利
使
用
許
可
の
審
査

指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

更
新
制
度

配
水
管
の
耐
用

年
数
の
見
直
し

二
酸
化
炭

素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
等

補
助
金
の
採
択
条
件
の
明
確

化

水
源
地
域
に
お
け
る
関

係
機
関
の
連
携
と
財
源
措
置


安
定
給
水
確
保
の
た
め
の

水
利
権
制
度
の
運
用
―
。

こ
の
う
ち

で
は
、
水
需

要
量
に
よ
っ
て
審
査
、
許
可

が
行
わ
れ
る
水
利
使
用
許
可

は
、
取
水
・
導
水
施
設
の
工

事
や
緊
急
時
の
安
定
供
給
に

多
大
な
影
響
が
あ
る
と
し
、

工
事
時
や
緊
急
時
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
分
量
を
考
慮
し
た
許

可
な
ど
を
求
め
た
。

戸
田
市
上
下
水
道
部
が
協

賛
し
た
戸
田
市
少
年
サ
ッ
カ

ー
大
会
が
�
日
に
開
か
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

同
部
は
、
戸
田
市
少
年
サ

ッ
カ
ー
連
盟
に
所
属
す
る
小

学
２
年
生
以
下
で
構
成
さ
れ

た
９
チ
ー
ム
や
応
援
に
来
た

父
兄
な
ど
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水
「
戸
田
の
水
来
」
４
８
０

本
を
配
る
な
ど
し
て
上
下
水

道
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

開
会
式
で
同
連
盟
の

石
田
進
逸
会
長
が
「
戸

田
の
水
来
を
知
っ
て
い

る
人
」
と
聞
く
と
、
約

半
数
の
児
童
が
手
を
挙

げ
「
お
い
し
い
！
」
と

い
う
声
が
わ
き
起
こ
っ

た
。

同
部
で
は
�
月
開
催
予
定

の
同
大
会
に
も
協
賛
す
る
予

定
だ
。

知識・技術向上へ研究発表会
川崎市上下水道局

水道部門で１４編発表
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